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寄稿記事 - 仙台白百合女子大学教授　大本泉氏

　

日本女子大学大学院修了。現在、仙台白百合女子大学人間学部グローバル・スタディーズ学科教授。日本ペンク
ラブ会員。女性作家委員。ロンドン大学客員研究員（2011 年 10 月～ 2012 年 3 月）。開南大学大学院（台湾）招
聘客員教授。台湾大学大学院にて講話（2016 年 3 月）。
　専門は日本近現代文学。著書に『名作の食卓』（角川書店）、『作家のごちそう帖』（平凡社新書）、共編著に『日
本語表現　演習と発展』（明治書院）、『小説の処方箋』（鼎書房）、『神経症と文学』（鼎書房）、共著に『日本女子
大学に学んだ文学者たち』（翰林書房）、『永井荷風　仮面と実像』（ぎょうせい）等多数。論文に「関東大震災と
近代文学　―― 芥川龍之介と正宗白鳥を中心として」等々、その他、エッセイ、評論を連載している。

大本　泉　おおもと・いずみ

仙
台
白
百
合
女
子
大
学
は
、
短
期
大
学
創
設
か
ら
今
年
五
〇
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
歴
史
は
、
シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
の
フ
ラ
ン
ス
人

修
道
女
が
、
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
、
函
館
で
福
祉
活
動
や
教
育
活
動

を
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
以
後
全
国
一
〇
カ
所
に
白
百
合
学
園
の
教

育
施
設
が
誕
生
し
ま
し
た
。
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）
年
、
仙
台
市
で
初

め
て
の
女
学
校
と
し
て
私
立
仙
台
女
学
校
が
開
校
さ
れ
ま
す
。
戦
後
、
仙
台

白
百
合
学
園
と
改
称
さ
れ
、
短
期
大
学
を
経
て
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
、

四
年
制
大
学
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
が
誕
生
し
た
の
で
し
た
。改
組
を
経
て
、

現
在
は
、
人
間
学
部
に
人
間
発
達
学
科
、
心
理
福
祉
学
科
、
健
康
栄
養
学
科
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科
（
以
後
Ｇ
Ｓ
学
科
と
表
記
）
を
お
く
、

一
学
部
四
学
科
体
制
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
総
数
が
一
〇
〇
〇
人
強
の
小
規
模
大
学
で
す
。
私
が
所
属
し
て
い
る

Ｇ
Ｓ
学
科
は
、
一
学
年
六
〇
人
定
員
で
す
か
ら
、
全
学
年
の
ほ
と
ん
ど
の
学

生
の
顔
が
わ
か
る
ほ
ど
で
す
。
Ｇ
Ｓ
学
科
で
は
、
英
語
の
他
に
、
韓
国
語
、

中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ド
イ
ツ
語
の
中
か
ら
一
言
語
以
上

を
学
習
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
年
間
留
学
を

し
て
も
四
年
間
で
卒
業
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
留
学
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
提
携
校
が
八
カ
国
一
六
校
に
増
え
ま
し
た
。

お
も
し
ろ
い
の
は
、
留
学
先
か
ら
帰
国
し
た
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
語

を
改
め
て
熱
心
に
勉
強
し
始
め
る
こ
と
で
す
。
日
本
人
が
留
学
先
で
質
問
さ

れ
る
の
は
、
主
に
日
本
の
文
化
や
日
本
語
に
つ
い
て
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
の

経
験
に
よ
っ
て
自
国
の
こ
と
を
知
る
大
切
さ
に
気
づ
く
の
で
し
ょ
う
。
身
近

な
母
語
を
外
国
語
と
比
較
し
、
ソ
ト
か
ら
の
ま
な
ざ
し
に
よ
り
、
日
本
や
日

本
人
で
あ
る
自
分
自
身
を
客
観
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お
い
て
、
多
く
の
人
が
使
う
、
た
と
え
ば
英
語
を

勉
強
す
る
こ
と
は
国
際
交
流
に
お
い
て
も
大
切
で
す
。他
方
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

―
― 

少
数
派
の
言
語
や
文
化
、
あ
る
い
は
地
域
性
に
つ
い
て
も
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
日
本
語
の
「
枝
豆
」
が
「
E
D
A
M
A
M
E
」、「
妖

怪
」
が
「
Y
O
U
K
A
I
」、「
漫
画
」
が
「
M
A
N
G
A
」
と
多
言
語
の
辞

書
に
載
っ
た
と
き
、
そ
の
特
殊
だ
と
思
っ
て
い
た
モ
ノ
や
事
象
が
、
世
界
に

受
け
容
れ
ら
れ
た
喜
び
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

世
界
中
で
日
本
車
の
人
気
が
あ
る
の
は
い
い
こ
と
で
す
が
、
車
を
ど
ん
な

に
売
っ
て
も
日
本
と
い
う
国
の
い
わ
ゆ
る
品
格
に
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
世
界
か
ら
見
れ
ば
小
さ
い
島
国
の
日
本
語
、
そ
し
て
日

本
語
を
と
り
ま
く
日
本
文
化
を
積
極
的
に
ソ
ト
へ
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

理
解
し
て
も
ら
い
、
世
界
か
ら
愛
さ
れ
る
日
本
や
日
本
人
に
な
り
た
い
も
の

で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
日
本
語
・
日
本
文
化
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と

が
も
っ
と
も
重
要
で
す
。
そ
の
入
口
と
し
て
、
本
学
で
は
、
日
本
語
表
現
を

入
学
生
全
員
の
必
修
科
目
に
し
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｓ
学
科
で
は
、
専
門
科
目
と

し
て
日
本
語
学
を
お
き
、
二
〇
〇
七
年
に
日
本
語
教
員
養
成
課
程
を
た
ち
あ

げ
、
海
外
で
活
躍
し
て
い
る
プ
ロ
の
日
本
語
教
師
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｏ
入
試
や
推
薦
入
試
で
は
、
資
格
を
取
得
し
て
い
る
受
験
生
に
今
ま
で

も
加
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
語
検
定
の
問
題
の
質
の
良
さ
を
知
り
、
三

年
前
か
ら
本
学
で
も
団
体
受
検
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
日
本
語
教
員
養

成
課
程
受
講
者
は
、
三
級
以
上
の
合
格
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
実
践
的
な

敬
語
の
問
題
や
、
資
料
読
み
取
り
型
の
長
文
読
解
問
題
は
、
大
学
生
と
し
て

社
会
人
と
し
て
役
に
た
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。
就
職
活
動
に
必
要
な
履
歴
書
の

資
格
・
特
技
欄
に
、
た
と
え
ば
日
本
語
検
定
三
級
取
得
と
記
せ
る
こ
と
は
、

自
信
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

こ
と
ば
は
変
化
し
、
増
殖
も
す
る
生
き
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
生
き
る
社
会
化
さ
れ
た
動
物
な
の
で
、
そ
の

道
具
と
し
て
も
重
要
な
日
本
語
の
勉
強
を
一
生
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。日

本
語
検
定
は
、
自
分
の
学
び
に
お
け
る
進
化
の
目
安
と
な
り
ま
す
。
先

日
行
わ
れ
た
第
一
回
の
試
験
で
は
、
四
二
人
の
学
生
が
挑
戦
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
後
援
会
か
ら
も
助
成
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
日
本
語
検
定
の
受
検

を
学
生
に
勧
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

日本語検定団体受検をして
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